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高い水溶性で用途が拡がる
還元型クルクミン誘導体

瀬戸口 修一

当該還元型クルクミン誘導体は、そのままでは水に溶けない還元型クルクミンに比べ、水によく溶け、組織や細胞

中で速やかに還元型クルクミンと無害なアミノ酸に再変換されるプロドラッグとして機能する。還元型クルクミンは

クルクミンのような強い黄色の着色がないため、外用など多様な投与形態を採ることができる。

還元型クルクミンはクルクミンに匹敵する薬理作用や独自の薬理作用を持つことが報告されているが、水に溶けな

い。このため経口投与における腸管吸収性が低く、水に溶解する投与形態では多量の可溶化剤を必要とする。新技術

では添加剤を使うことなく水に溶解しただけの投与処方で同等以上の効果が期待できる。
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概 要

■ すみやかに水に溶ける還元型クルクミンとして利用できる

■ 可溶化剤を使わず還元型クルクミンの経口吸収性を増大できる

■ 皮膚外用で用いやすく還元型クルクミンの送達性が高い

■ 経口投与製剤（健康食品等を含む）

■ 皮膚外用剤（化粧料、医薬部外品等を含む）

■ 水性製剤（用時溶解注射剤、点眼剤）
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